A Consideration on Sampling Efficiency and Quantitative Sampling for Benthos, Especially Gammaridean Amphipods by 松宮 義晴 et al.
長崎大学 水産学部研究報告 第60号(1986) 41
ベ ン トス,特 に ヨコエ ビ類 の採集効率 と定量採集に関す る一考 察*1
松 宮 義 晴 ・高 口 俊 之*ｲ・ 首 藤 宏 幸*ｳ
A Consideration on Sampling Efficiency and 
   Quantitative Sampling for Benthos, 
   Especially Gammaridean Amphipods
Yoshiharu MATSUMIYA, Toshiyuki KOGUCHI, and Hiroyuki SUDO
 The sampling efficiency of three gears was compared for various taxonomic 
groups of benthos in soft sediments in Shijiki Bay, Hirado Island, Nagasaki 
Prefecture, for the purpose of estimating stock abundance of each group. (1) Suc-
cessive sampling of benthos was conducted for 24 hours at a same station using 
NUS I (Sledge net) and SMgrab simultaneously. "Infaunal and epifaunal degree 
 indices" were designed for species of gammaridean amphipods based on the  ratio 
of abundance collected with each of the two  gears. (2) Relative gear efficiencies 
of NUS II to NUS I (NUS  II  : improved form of NUS I) were calculated from 
the results of simultaneous parallel towing. The mean of (NUS  II/NUS I) for all 
the taxonomic groups of benthos examined was  15.  5. NUS  II/NUS I was larger 
for the species with higher "infaunal degree index" and lower swimming ability. (3 
) Ten successive samplings were conducted using SMgrab operated from an an-
chored vessel. By diving observation the landing positions of SMgrab on the 
 sea—bottom were found to be widely distributed within a thin and long arc of 1 
× 20m² . There was little quantitative or qualitative difference in benthos samples 
among sampling  trials.
ベ ン トス の生 物生 産 に関す る基 礎 的研究 につ い て
は,多 くの貴重 な知 見 が蓄積 され つ つあ る。一 方近
年,資 源培 養型 漁業 に 関す る研究 の進 膝 とと もに,
対 象有用 魚類 の主要 な餌 料生 物 と して,あ るいは環
境構 造解 析 の主要 な指標 生物 と して ベ ン トス,特 に
ヨコエ ビ類 の重要性 が認 識 され て きた 。
長崎 県平 戸島志 々伎湾 では1975年 以来,一 連 の生
物 群 集 の生 態学 的 研究 が 実施 され てい る。Epiben-
thos(表 在 性 ベ ン トス)とEndobenthos(内 在 性
ベ ン トス)の 分布様 式 の比較 ,ヨ コエ ビ亜 目の生態
学 的 分布,砂 泥 底や アマ モ場 におけ る ヨ コエ ビ類 の
日周 変化 ・季節 的 消長 な どが報告 され,ベ ン トス特
に ヨコエ ビ類 は重要 な研 究対 象 と して取 り扱わ れ て
きた(東,1986)。
*1農 林 水 産 業 特 別 試 験 研 究 費 補 助 金 「ヨ コ エ ビ類 の 生 物 生 産 に関 す る基 礎 的 研 究 」 に て 実 施 した 。
1986年10月3日,日 本 水産 学 会秋 季 大 会(高 知)に て 口頭 発 表 。
*2現 住 所:漁 業 情 報 サ ー ビス セ ン タ ー(Presentaddress:JapanFisheriesInformationService
Center,2-9-71kenohata,Daito-ku,Tokyo110,Japan)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































SMと(あ るいは)NUSの 採 集量 を曳 網面 積を
用 い て,種 別採集 点別 に対 象 水域 にひ きの ぼす こと
に よって,全 体 の現存 量 の概略 が推 定 で きる。 さら
に経時 的 な,体 長 組成 の追 跡 や平均 齢期 間 法 な どの
世 代解 析 に よ り,turn-overrate(回 転 速 度)を 算
定 で きれぽ,生 産 量 ひい ては餌 料 か らみた マ ダイ当
歳 魚 の環 境収 容 力 も把 握す るこ とが 可能 とな る。
要 約
ベ ン トスの採集 効率 を推 定 し
,絶 対量 を把 握す る
ことを大 きな課題 と して,長 崎 県平 戸 島志 々伎湾 に
て調査 検討 を実施 した。
(1)NUSI型 とSMgrabに よる昼 夜連 続 の同
所 同時採 集 結果 を用 い,そ れ ぞれ の種 ごとの個体 数
組 成 の相対 比 に よ り,ヨ コエ ビ類 の種 ごとの表在 性
と内在性 の度 合 いを表 示 した。
(2)同 時並 行 曳網 の採 集 結果 よ り,NUSI型 に
対す る改 良 のNUSⅡ 型 の相対 的採集 効率 を把 握
した。全 生物 の平 均 は15.5で,内 在 性が 強 く遊泳 力
の弱い生 物項 目ほ ど大 きな値 とな った。
(3)固 定 船 に よ る採 集 の 着 底 位 置 潜 水調 査 の 結
果,連 続10回 のSMgrabは1×20mｲの 浅 い孤 を
描 く広 い範 囲 の地 底 に落 下 して い る こ とが 判 明 し
た。採 集 回 ご との ベ ン トス試 料 に は,量 的 に も質 的
に も大 きな差異 はみ とめ られ なか った 。
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